
 

 

 

特定非営利活動に関する外部評価の評価項目について 

評価対象法人 特定非営利活動法人 花山星空ネットワーク 

評価実施年月日 2025 年 6月 23 日 

評価者氏名（職名） 太田 耕司 （京都大学大学院理学研究科教授） 

評価対象年度（期間） 2024 年度（2024 年 4 月 1日～2025 年 3月 31 日） 

１ 法人の事業活動、組織運営等に関する状況 

（１）事業活動について 
ア 事業計画等を策定しているか。 

項 目 

法人自己評価 外部評価 

はい いい

え 

はい いい

え 

① 各事業年度の事業計画は、組織的な合意形成(総

会・理事会等)に沿って策定しているか。 
□✓ □ □✓ □ 

② 法人の目的を達成するための中長期的計画を策

定しているか。 
□✓ □ □✓ □ 

イ 法人の目的を達成するための事業を主たる事業として実施しているか。 

法人自己評価 外部評価 

はい いいえ はい いいえ 

□✓ □ □✓ □ 

→ 法人自己評価が「はい」の場合、以下の項目について記入 

項 目 

法人全体の労力のうち 

各項目が占める割合 

（※１） 

事
業
䥹
※
２
䥺 

主
た
る
事
業 

第１位：天体観望会事業 30％ 

第２位：天体観測体験教室 25％ 

第３位：刊行物や HP による情報発信事業 15％ 

このほかの事業 10％ 

主たる事業以外の事業 ―％ 

事業以外（管理部門等） 20％ 

※１ 例：総従事時間数に占める各事業及び事業以外（管理部門等）への従事時間数の割合 

（表の合計は、100％となる。） 

※２ 実施している事業の数の関係などで、「主たる事業」の「第２位」、「第３位」、「この

ほかの事業」欄及び「主たる事業以外の事業」欄に記入する内容がない場合は、「－」

を記入 

（２）組織運営について 

ア 定款に定める権能に基づき、総会で審議・意思決定が行われているか。 

項 目 

法人自己評価 外部評価 

はい 
いい

え 
はい 

いい

え 

① 定款に定める正当な招集者の範囲や方法で招集

し、議案書に基づき審議を行う体制となっている

か。 

□✓ □ □✓ □ 

② 定款で定められた内容を審議事項として審議し

ているか。 
□✓ □ □✓ □ 



 

 

 

③ 決議や議事録署名人の選任、議事録の作成につ

いて定款に定める方法で行っているか。 
□✓ □ □✓ □ 

イ 【定款で理事会の設置を定めている場合】定款に定める権能に基づき、理事会で審議・

意思決定が行われているか。 

項 目 

法人自己評価 外部評価 

はい 
いい

え 
はい 

いい

え 

① 定款に定める正当な招集者の範囲や方法で招集

し、議案書に基づき審議を行う体制となっている

か。 

□✓ □ □✓ □ 

② 定款で定められた内容を審議事項として審議し

ているか。また、総会の審議事項との区分は明確

か。 

□✓ □ □✓ □ 

③ 決議や議事録署名人の選任、議事録の作成につ

いて定款に定める方法で行っているか。 
□✓ □ □✓ □ 

ウ 監事による監査は適正に行われているか。 

項 目 
法人自己評価 外部評価 

はい いいえ はい いいえ 

① 監事はその法人における特別な立場を理解し、第

三者性及び公正性が確保されているか（予算・決算

書の作成者が、監査まで行っていないか等）。 

□✓ □ □✓ □ 

② 監事は法人の理事や職員を兼務していないか。 □✓ □ □✓ □ 

③ 監事は定款に定める職務を執行しているか。 □✓ □ □✓ □ 

（３）情報公開について 

法人に関する情報を公開しているか。 

項 目 

法人自己評価 外部評価 

はい 
いい

え 
はい 

いい

え 

① 活動の状況や法人運営に係る情報をホームペー

ジ等の情報開示ツールで発信しているか。また、適

時に更新しているか。 

□✓ □ □✓ □ 

② 活動の報告等を会報誌等で情報発信している

か。 
□✓ □ □✓ □ 

③ 法定の閲覧書類（事業報告書等、役員名簿、定款

等）はいつでも閲覧することができる状態か。 
□✓ □ □✓ □ 

④ 事業報告書等の記載内容は、外部に対して理解

してもらえるように工夫※して作成されているか。 
□✓ □ □✓ □ 

※ 例：概要の記載や、写真やデータなどを用いたレイアウト等、読み手に対して内容を分かり

やすく伝える工夫 

（４）コンプライアンス（法令遵守等）について 

コンプライアンス（法令遵守等）の観点から組織として取組を推進しているか。 

項 目 
法人自己評価 外部評価 

はい いいえ はい いいえ 

① 事業・活動に関連する法令※を把握し、遵守して

いるか。 
□✓ □ □✓ □ 

② 重要な事項や個人情報を含むデータ・書類等のリ

スクマネジメントを行っているか。 
□✓ □ □✓ □ 



 

 

 

※ 対象となる法令：特定非営利活動促進法、登記に関する法令（組合等登記令）、税に関する法

令（法人税法等）、労務に関する法令（労働基準法等）、事業ごとに適用される法令（例：介護保

険制度に基づくサービス提供の場合は、介護保険法）など。 

（５）外部評価について 

活動内容を評価し、改善する仕組みを有しているか。 

項 目 

法人自己評価 外部評価 

はい 
いい

え 
はい 

いい

え 

①  これ以前に外部評価を受けたことがあるか。 □✓ □ □✓ □ 

② 外部評価を受けた結果を、理事会等で審議する

機会を設ける等、改善する機能を有しているか。 
□✓ □ □✓ □ 

 

２ 法人に対する支援の状況 

（１）寄附について 

項 目 

法人自己評価 外部評価 

はい 
いい

え 
はい 

いい

え 

①  法人の事業活動のため、寄附の募集を行ってい

るか。 
□✓ □ □✓ □ 

② より多くの寄附を受けるための工夫を積極的に

行っているか。 
□✓ □ □✓ □ 

→ ①の法人自己評価が「はい」の場合、以下の項目について記入 

項 目 法 人 記 入 

①  寄附の呼掛け対象 当法人会員、イベント参加者 

② 寄附を獲得するための取組 

  ・工夫（会報誌や法人ホーム

ページで募集、イベントでの

呼掛け 等） 

会誌毎号に「寄附のお願い」と郵便振込用紙を同封 

ホームページでの募集 

イベント参加者への呼びかけ 

③ 評価対象年度における寄附

者の人数及び金額 

人数：のべ 76人 金額：1,223,000 円 

④ 寄附金の増減及びその理由 

 

評価対象年度の前年度から 

（大幅増 ・ ○増 ・ ほぼ増減なし ・ 減 ・ 大幅減） 

＜理由＞会員への呼びかけを行ったため。 

⑤ 寄附の獲得に取り組むうえ

での課題 

会員・イベント参加者以外へ寄附依頼を広げる必要性

がある。 

（２）寄附以外の支援について 

項 目 

法人自己評価 外部評価 

はい 
いい

え 
はい 

いい

え 

① 寄附以外に、市民、地域団体、行政等から何らか

の支援（ボランティア、法人実施事業への協力、補

助金・助成金等）を受けているか。 

□✓ □ □✓ □ 

② ①の支援をより多く受けるための工夫を積極的

に行っているか。 
□✓ □ □✓ □ 

 

 

 



 

 

 

→ ①の法人自己評価が「はい」の場合、以下の項目について記入 

   項 目 法 人 記 入 

① 支援の概要 

（ボランティアの場合は従事

人数、従事時間数、従事内容な

ど） 

ボランティア従事人数：のべ 75 人   

従事時間数：450 時間  

従事内容：天体観望会で受付・引率・説明・望遠鏡で

の観望指導 

② 寄附以外の支援を獲得する

ための取組・工夫 

京都市市民活動総合センター及び CANPAN 提供の補助

金・助成金情報の取得、子どもゆめ基金・大同生命厚

生事業団からの助成金獲得 

③ 寄附以外の支援の獲得に取

り組むうえでの課題 

助成金申請、寄附サイトへの申請を行っているが助成

にまでには至らないことが多い。 

 

３ 法人の事業活動に関する所見 

※ 活動の意義・成果等、広く社会に対して活動の成果を発信しているか、地域団体等の他団

体との連携の状況など。 

京都大学理学研究科附属花山天文台の天体観望会などのイベントにボランティアを供給する

などして、協力をしている。また、京都大学学生邦楽演奏サークル「叡風会」と連携し、名月

の天体観望会において邦楽演奏と組み合わせるなどを継続して積極的に実施していることを

評価したい。なお、それぞれの行事は天文台と連携して開催されている。 

また、京まなびネット、京都市市民総合活動センター、Canpan、京都市山科区の事業であるア

プリ「やましなプラス＋」に観望会・講演会などのイベント情報の掲載を依頼して地域へ活動

を発信している（「やましなプラス＋」は 24 年末で終了）。 

さらに、新聞各紙へ依頼しイベントの案内が掲載されている。 

 

 
４ 法人の組織運営に関する所見 

※ 財務管理の透明性、組織体制の状況など。 

事業報告書・活動計算書・貸借対照表・財産目録がホームページで一般に公開されていて財

務管理の透明性が保たれている。 

理事会の開催については、2024 年度は第 62 回（4 月 16 日）、第 63 回（9 月 9 日）、第 64

回（12 月 18 日）、第 65 回（2 月 5 日）と 4 回開催され、それぞれの理事会では議事録が作成

されていて、理事会は正常に機能していると考える。 

総会の開催については、第 17 回通常総会が 2024 年 6 月 9 日（日）に開催されている。書

面表決者を含む過半数の正会員が出席し、2023 年度事業報告・活動計算書、2024 年度事業計

画と活動予算書及び監事 2 名が 1 名への変更が可決承認され、議事録が作成されている。通

常総会に先だって監事 1 名が活動計算書及び財産管理について監査を実施した上で、その結

果を書面で報告している。 

2023 年度の財務状況では、大きな赤字となっていたが、人件費の抑制、通信費の削減など

を工夫し、2024 年度の財務状況は大きく改善されたことは評価される。引き続き、印刷費の

削減（或いは販売数増加）等今後とも財務状況が安定するよう努力を続けて欲しい。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

５ 法人に対する支援に関する所見 

 ※ より多くの寄附や寄附以外の支援を受けるための工夫をしているかなど。 

独立行政法人国立青少年教育振興機構子どもゆめ基金助成金からの助成が 2 件続いて得られ

ている。2025 年度も子どもゆめ基金助成金からの助成が 2 件決定している。 

また、新たに大同生命厚生事業団からの助成金を獲得している。今後とも補助金・助成金の獲

得に励んで欲しい。 

 

≪評価対象法人記入欄≫ 

６ 外部評価結果への対応状況 

  外部評価により提言・指摘等を受けた事項に対する対応状況（今後対応する場合は対応予定） 

提言・指摘等を受けた事項 対応状況又は対応予定 

会誌の印刷費の削減について 

会誌は会員と NPO を繋ぐ重要なもので本来、会費で

運営し、充実させるべきものですが、現在、一定の

ページ数にするなどの工夫をしています。また、過

去に減った広告を再度増やす努力を続けていきたい

と考えています。 

補助金・助成金の獲得について 

民間助成金については応募をしていますが、獲得す

るに至らないことが多いですが、今後とも補助金・

助成金の獲得に努めていきたいと考えています。 

 

備考（審査委員会のコメント） 

 財政面では、黒字化に向けた人件費の抑制や通信費の削減に取り組まれており、寄附に

ついて、これまでの繋がりを大切にして継続的に取り組まれている点が評価できる。 
また、今年度から、京都府の「ふるさと×ＮＰＯ京どねーしょん（京都府ふるさと応援

府民協働推進事業）」に参加するなど、更なる寄附獲得に向け、新たな取組にも挑戦されて

いる点も評価できる。 
引き続き、着実な法人運営と寄附等の収入増に取り組んでいただきたい。 

 

 


